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ページ 箇所 更新内容

202 図Ⅶ-1

CREについての情報を追加いたしました．以下の図に差し替え願います．

CREについての情報を追加いたしました．以下の文章に差し替え願います．

**CRE とは，カルバペネム耐性腸内細菌科細菌Carbapenem-resistant Enterobacteriaceae  と呼ばれるカル
バペネム系抗菌薬に耐性を獲得した腸内細菌科の菌である．肺炎桿菌や大腸菌が主流で，日和見感染で敗血
症など重症化する場合がある．海外での報告が多かったが，国内でも院内感染が起こっており，2014 年，五
類感染症（全数把握疾患）に指定されている．

225 図Ⅶ-22

ストレプトマイシンの構造式を修正いたしました．以下の図に差し替え願います．

『微生物学ー病原微生物と治療薬　改訂第7版』（第1刷）更新情報
以下の内容を更新いたしましたのでお知らせいたします．
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CREについて「項目h」を追加いたしました．以下の文章を追加願います．

h. カルバペネム耐性腸内細菌科細菌　Carbapenem-resistant Enterobacteriaceae（CRE）

　CRE は，カルバペネム系抗菌薬に耐性を獲得した腸内細菌科に属する菌である．肺炎桿菌や大腸菌が主流
で，日和見感染で敗血症など重症化する場合がある．海外での報告が多かったが，わが国でも院内感染が起
こっており，2014 年，五類感染症（全数把握疾患）に指定された．CRE のカルバペネム耐性機構にはメタ
ロ－β－ラクタマーゼ（MBL）などのカルバペネマーゼ産生のほか，クラスC や基質拡張型のβ－ラクタ
マーゼ産生，細胞膜透過性低下などがあげられる．本菌の多くは，他の抗菌薬にも耐性を示し，多剤耐性菌
となっていることから発症した場合治療の選択が少ない点，カルバペネマーゼをコードする遺伝子の中には
プラスミドにより腸内細菌科細菌の中で菌種を超えて伝播する点において問題となっている．
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